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2000年 巻頭言

たかがワシ・タカ されどワシ・タカ
代表 上田武夫

今年の干支は辰 (龍・竜)。 十二支の中でただひとつ存在しない動物である。

その竜を常食としている鳥がいる。金翅鳥という大鳥で迦楼羅(か るら)鳥王として、観

音の伴衆(つれしゅ)中 に鳥天狗様に画かれたものである。これはアジア大陸の高山に住む、

インドの金鷲 (ゴルズン・イーグル)と 呼ぶ鳥から誇大に作り出されたものという。イヌ

ワシを彿彿とさせる伝説である。

徳山は、国内有数のワシ・タカの棲息地である。イヌワシ5番い、クマタカ 17番いが

棲息している。徳山は自然度が高く、位置的にも、北方系のイヌワシと、日本が北限の南

方系のクマタカが寄り合うのに適している。

公団は、建設が影響を与えるのは、イヌワシ 1番い、クマタカ8番いとし、それ以外は

「事業との関連は薄い」として調査の対象から外してきた。調査は絶滅させないために事

業との関連を判断すべきものであるのに、調査範囲が広大で、大型猛禽類の個体数の多い

地域を調査するには、あまりにも人数が少なく、充分な体制では行ってこなかった。イヌ

ワシのすべてを調査対象とせず、対象とした番いも繁殖期のデータのみを取り出すといっ

た不十分なものであつた。クマタカの場合も 1番いに少なくとも調査員が 5～ 10人が必

要なのに調査にあたった人数は僅かであった。だから、クマタカの調査も、繁殖成功に至

るまでの詳細なデータが皆無で、どんな条件が繁殖や幼鳥の巣立ちに適しているか明らか

にされていない。

オオタカが観測されているのに、評価の対象としていない。

1996年 には3羽のクマタカの巣立ちが確認された。97年 には 1羽、一昨年と昨年 (99

年)に は 0羽 に減ってしまった。イヌワシはもっと厳しい状況に追い込まれてる。日本自

然保護協会は「工事が繁殖に影響している可能性がある」と指摘している。建設省河川開

発課は「学術調査と公共事業は違う。猛禽類保護は重要だが、それだけが目的ではない」

として、工事を続けながら保護対策を検討する意向という。だが、正確な棲息状況把握は、

工事などで環境が改変するなかでは、保護策の根拠となるデータの収集ができない。公団

は『たかがワシ・タカ』とばかり今春にはダム本体の工事を進める方針である。

徳山ダムの事業認可は 1976(昭 和 51)年。環境アセスメント制度の義務化以前のもの、

自然環境への影響は評価されていない。しかし、「種の保存法」の成立によって、公団は

アセスに代わるものとして 2億 4千万円の費用をかけて大型猛禽類の調査をしてきたので

ある。ところが、調査不十分で見直しを要求された。この際、工事の計画やスケジュール

を見直し、環境保全に必要な措置を再検討すべきである。

万博予定地に棲息するオオタカの保護強化を要請 している環境庁だが、オオタカよリー

段と希少のイヌワシ・クマタカが多数棲息している徳山ダム事業なのに、「アセスという
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場がない」として沈黙を守っているのはなん
とも解せない話である。

住み慣れた場所に執着する性質の強
いクマタカは、棲息環境が悪化しても、簡単にはそ

こを離れることはなく、繁殖を放棄するこ
とで、個体の維持を図ろうとする。繁殖率が低

下している今こそ、可能な限りの保護策を講
じるのが当然である。ペアが棲息するための

コアエリアにとっても、繁殖テリトリーにと
つても、バランスのとれた餌の供給が保障さ

れる自然環境が不可欠なのである。

目的を治水だと言い繕うことで、取り返し
のつかない自然環境破壊をすることは許され

ない。もう水資源開発は必要ない。猛禽類保護
をおざなりにしてはならない。今日では

「自

然との共生」は一部の人の願いではなく、切実
な社会的要請である。

イヌワシ、クマタカは、食物連鎖の頂点に位置す
る鳥。豊かな生態系が保たれているか

どうかをnllる 大切な指標となる。『されどワ
シ・タカ』である。「環境アセスメント」を

実施し、大型猛禽類の宝庫である徳山の自然環境
の保全に向けての総合的な対策を打ち立

てるべきである。

本体工事強行へと突つ走る公団・推進勢力

川の絞首刑口・口転流=荒止め工事 0鮮手11月24日 )

11月 24日 午後 3時、 2台 のシヨベルカーがわずかに残 した隙間
に大きな石を放 り込

み、ダンプ 2台 が土砂を投げ込みました。水は茶色
に濁 り、「り||が血を流 している」。け

れど水流は衰えません。近 く土砂置き場か
ら次々とダンプが土砂をもって来てもなお水は

なかなか止まりません。人の力で簡単に川を絞
め殺せるものではない、自然の力は大き

い

のです。それを無理に人間の支配下に置こう
とすれば、いつかは自然に復讐されます。

「ダ

ムで川を制御する」とする人間の思い上がり
は、必ず しつぺ返 しを食らうでしよう。

翌日以降・・・水流の減ったダムサイ ト付近
では死んだ魚の匂いがし、同時に小さな流

れの中で必死に生きている魚も見られたそう
です。

公団/日 本 自然保護協会の指摘を無視 して工事強行を決定 (99年
12月 10日 )

12月 7日 、水資源開発公団と日本自然保護協会の共同記者会見
が行われ、 12月 10

日から「徳山ダム・ワシタカ類に関する資料」
が開示されました。その記者会見で自然保

護協会は「公団の調査は落第。工事を止め
て再調査するべきだ」と断じ、添付資料でも

「一

度全ての計画及びそのスケジユールを見直
し」すべきだと明記しています。しかし公団は、

10日 夕方に「工事スケジユールは変えない。専門家の意見でも聞
けないものもある」と

居直りの記者会見を行いました。

大蔵省/徳山ダム関連来年度予算・満額回答 (99年
12月 20日 )

「居直り発言」を前提に、大蔵原案として本体着
工予算 175億 円をつけました。空前

の財政赤字を抱えてなお目的のない
「公共」事業に巨額の予算をつぎ込む今の政治を許

し

ておくことは、公共サービスの著しい低下か、超
インフレか、いずれにしろ切り捨て遠か

らぬ将来、私たちの暮らしが減茶苦茶になる
こと意味します。

公団/本体工事入札公告 (1月 7日 )
「大型猛禽類がどうであろうと工事は進め

る+来年度予算満額回答」と来ればもう進む

しかない(?)。 公団は本体工事の入札
を 3月 15日 に行う旨を公告 しました。 6日 の記者
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会見では工事スケジュールも発表。「工事スケジュールは変えられない、変える気はない」

岐阜県収用委 /共有 トラス ト地権 者 に収 用委 開催 を通知 (1月 7日 )
-2月 28日 第 1回審理。で きるだ け多 くの出席 口傍聴 を 一

いよいよ私たち土地共有トラスト参加者に対して、第 1回の収用委審理を2月 28日 午

前 10時に岐阜県庁大会議室で行う旨の通知が来ました。徳山ダム裁判の被告梶原知事代

理人の端元博保・岐阜県収用委会長からの通知です。地権者で可能な方は是非出席を、ま

た (地権者以外で)傍聴可能な方は是非傍聴をお願いいたします。

通知には「代理人を立てるときは代理人選任の届けを」とあって、代理人を立てさせた

いようです (?)が 、代理人を選任すると本人を無視することに結びつく日本の制度のあ

りようを考えると、「出席できないから直ちに代理人を立てる」とすることには問題があ

るように思います。運営委委員会などで、さらに詳 しく事態を検討 しますが、今のところ

代理人を選任 しない方向で考えています。

慟 鮮 確 抗議 の を
〒 501‐ 0801岐阜県揖斐郡揖斐川町上南方 631‐ 1 水資源開発公団徳山ダム建設所
TEL 0 5 8 5-22-471 1// FAX 058 5-22-4704
公団のHP  http://Www water.gojp/chubu/tokuyalnゴ

建設省に「事業計画の児直ιノを要求 して下さ
い

〒 501‐0801 名古屋市中区三の丸 2-5‐ l  TEL:052-953-8149 FAX:052‐ 953-9191

建設省中部地方建設局河川部 特定プロジェクト室
環境庁に

~徳
山ダム事業だついてきちんと飛応することゴを要求 して下さい

〒 100‐ 8975千代田区霞ヶ関 1-2‐2 環境庁野生生物課  TELi03-3581… 3351(代表)

勧 メ札乙ダ 費r第 4回 口頭弁論行われました (99年 12月 22日 )
今回出された76ページに及ぶ被告・建設大臣の第 3準備書面の大半は「公団は頑張っ

て大型猛禽類調査をした」 (だから失われる利益は小さい)と いうもの。「調査は落第」

と専門家に一蹴された直後に、よく言えたものです。つまらない時間稼ぎで膨大な時間と

紙と人手のムダ。ちなみに、原告弁護団は準備書面をフロッピーで渡すように要求してい

ますが、被告側は応じません (裁判所にはフロッピーを出している)。 何であれ情報はで

きるだけ市民に渡さないように努力するお役所体質の表れであると同時に、被告側と違っ

て金と人手の不足している原告側に少しでも余計な負担をかけさせていじめてやろう、と

いう姑息な計算が透けて見えます。「徳山ダムは水資源開発ダムである以上、水資源開発

の公共性がないのだから、事業認定は誤りである」ことをさらに攻めていきます。

裁判日程 :3月 1日 (水 )/5月 10日 (水 )い ずれも岐阜地裁で 13時 30分から。

もう水資源開発ダムは要らない一徳山ダムは利水ダム

大型猛禽類の問題が大きく浮上 してる。また、推進側は「洪水を防ぐ」と宣伝する。

しかし「徳山ダムは水資源開発公団が建設する利水ダムであり、この地域に水資源開

発はもう必要ない」ことを再度確認 しておきたい。強制収用の前提としての事業認定で

も徳山ダムは「水資源開発促進法による水資源開発計画に基づいて水資源開発公団が建

設する事業」である。水資源開発は受益者負担。「ダムは作ってもらいたい」と言う人

でも、要 らない水の分のお金を負担すると知ったらもう一度考え直すだろう (だから利

水ダムであることを隠すのだ)。 建設省が本気で「治水ダムとして必要だ」というなら

現在の直ちに事業認定を取消し、新たな建設計画を策定すべきである。



2月 5日 、専門家の話を聞き、公団の言い分も聞いて、本当のことを知ろう |
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1シヽンポジウム・ワシタカ類保護と徳山ダム建設を考える
t     中部弁護士会連合会・岐阜県弁護士会 共
t 日時 :2月 5日 (日 )午 後 1時 15分から午後 4時 30分
躯 峰 静 鴨 ふ 楓 軒 302A会 議室

藍 昴量Fの

中 00mD I
報告者・パネラー :横山隆一さん (日本自然保護協会総務

井上剛彦さん (日本イヌワシ研究会・クマタカ生態研究グループ)ヽ

原田彰好さん (中 弁連公害対策環境保全委員会委員)      ヽ
大槻光雄さん (水資源開発公日本社企画部環境室長)ほか    t

県民ふれあい会館へは、」R西岐阜駅から無料バスが出ます (1230′ 1250)。

徳山ダム・強制収用NO!市民集会 (99年 12月 11日 )

公共事業チェックを実現する議員の会の議員が参加
公団の居直りを前にして、これからどのように運動を広げていくかが熱心に討議されま

した。午後 3時半には「公共事業チェックを実現する議員の会」の議員が徳山ダム現地視

察を終えて、集会に参加されました。その後 12月 22日 に、「議員の会」としての要請
書とともに、私たちの要請書を環境庁、建設省、大蔵省に届けて下さいました。

参加議員 :竹村泰子参院議員 (代表幹事 )、 佐藤謙一郎衆院議員 (事務局長 )、 瀬古由起

子衆院議員、八田ひろ子参院議員 <代 理参加 。中島武敏衆院議員/渡辺周衆院議員 >

会 計 報
前年からの繰越  現金     H,813

郵便局口座  207,760
銀行日座   41,350

来年への繰越   現金     50,158
郵便局口座  304,290
銀行日座    5,759

収入  1′419′ 186
会費・カンパ    1,409,747
図書販売・利息など   9,439

生
回

支出  1′ 319′902

弁護団へ  500,000
他団体へ  73,109
通信費  344,482
消耗品費  H6,375
印刷費   105,939
会場費   46,620
印紙代   26,960
資料費   87,488
その他   18,929

(弁護団費用は、上記で足 りるはずもなく、「自然の権利基金(連絡先 052‐241‐7613,郵 便振替
01070-6‐ 31179)」 から援助を受けています。)

来年度の会費およびカンパについて
来年度の会費をお願いします。今は、徳山ダム建設中止に向けての運動の正念場です。

少しでも多くのカンパもお願いしたく存じます。

一般会費 :2000円 (1年)/原告会費 (特別会費):5000円 (半年)

原告会費をわずかに減額しましたが財政が豊かなわけではありません。原告の方々の多

くは他の運動も担っているので、長期的な負担が大変だからです。どうか、周りの方を一

人でも多く一般会員に誘って下さい。

「やめよ !徳山ダム」徳山ダム建設中止を求める会通信 編集責任 :近藤ゆり子
事務局 大垣市田町 1-20-l  TEL/FAX 0584-78-4119
郵 便 振 替 :00800-7…31632 Email:tokuyama@geOCities.co.jp
URL:http:〃 www.geocities.cojP/WallStreet/1214/
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(第3種郵便物認可)
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七
六

（
昭
和

五

一
）
年
。
環

境

ァ
セ
ス
メ

ン
ト
制
度
の
義
務

化
以
前
の
た
め

、
自
然
環
境

ヘ

の

影

響

は

調

査

さ

れ

て

い

な

い
。
し
か
し
最
近
十
年

ほ
ど
、

「
種
の
保
存
法
」
の
成
立
に
代

表
さ
れ
る
よ
う

に
、
貴
重
な
動

植
物
保
護

へ
の
社
会
的
な
認
識

が
高
ま
る
に

つ
れ
、
公
団
は
九

六

（
平
成
八
）
年
か
ら
、

ア
セ

ス
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
猛
き

ん
類
調
査
を
実
施
し

て
き
た
。

日
本
自
然
保
護
協
会

の
評
価

が

「
徳
山
ダ

ム
ワ
シ
タ
カ
類
研

究
会
」
の
辞
任
し
た
二
人
の
委

員
の
意
見
と
同
じ
に
な

っ
た

こ

と

で
、
公
団
内

に
も

「
何
ら
か

の
猛

き
ん
類
調
査
の
継
続
は
必

要

」

と

い

う

意

見

も

出

て

い

る
。
し
か
し

「
ダ
ム
に
は
治
水

と
利
水
の
目
的
も
あ
り
、

工
事

中
断
は

で
き
な
い
」
と
い
う
意

見
が

一
般
的
と
み
ら
れ
る
。

徳山ダム猛きん類調査

保
護
策
検
討
の
意
向

嚢
省

建

設

省

河

川

局

開

発

課

は

「
学
術
調
査
と
公
共
事
業
の
調

査
は
違
う
。
猛
き
ん
類
保
護
は

重
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
が
目
的

で
は
な
い
」
と
し
て
、

工
事

を

続
け
な
が
ら
保
護
対
策
を
検
討

す
る
意
向
を

示
す
。

一
方
、
環
境
庁
は
愛
知
県
瀬

戸
市

の
万
博
予
定
地

に
生
患
す

る
オ
オ
タ
カ
の
保
護
強

化
を
要

請
し

て
い
る
が
、
オ
オ
タ
カ
よ

り

一
段
と
希
少

で
あ
る
イ
ヌ
ワ

シ
、
ク

マ
タ
カ
が
多
数
生
患
す

る
徳
山
ダ
ム
事
業
に
関
し
て
は

音

な
し
の
構
え
。
同
庁
野
生
生

物

課
は

「
ア
セ

ス
と
い
う
場
が

な
い
の
で
、
公
式
に
言
う
立
場

に
な
い
。
公
団
が
ど
う
い
う
対

応

を

取

る

か

を

注

目

し

て

い

る

」

と

い

う

だ

け

に

と

ど

ま

る
。公

団
は
十
日
に
、
協
会

の
評

価

に
対
す
る
考

え
を
表
明
す
る

予
定
だ
が
、
猛
き
ん
類
保
護
と

開
発
事
業

の
調
和
は
社
会
的
な

要
請
で
も
あ
り
、
公
団
に
と

っ

て
厳
し
い
選
択
が
続

く
と
み

ら

れ
る
。

↑
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水資源開発公団

舶躁
恣

「研
究
者
と
立
場
違
う
」

岐
阜
県
の
徳
山
ダ
ム
建
設
地
周
辺
で
行
っ
た
ワ
シ
タ
カ
類
調
査
に
つ
い
て
、
日
本
自
然
保
護
協
会
か
ら
事
実
上
の
や
り
直
し

を
求
め
ら
れ
た
水
資
源
開
発
公
団
は
十
日
、
予
定
通
り
、
ダ
ム
の
本
体
着
工
は
来
春
と
し
、
今
月
中
に
業
者
に
発
注
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
公
団
は

「研
究
者
の
立
場
と
実
務
者
の
立
場
は
違
う
」
と
突
っ
ば
ね
、
流
域
の
自
治
体
が
早
期
建
設
を
求

め
て
い
る
以
上
、
工
事
を
遅
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
主
張
し
た
。

こ
の
日
、
公
団
本
社
の
小
林

正
典
企
画
部
長
ら
が
岐
阜
県
庁

で
記
者
会
見
し
、
協
会
に
全
面

的
に
反
論
し
た
。

こ
れ
ま
で
通
り
事
業
を
継
続

す
る
理
由
と
し
て
、
公
団
は
、

調
査
が
機
会
ご
と
に
専
門
家
の

助
言
を
求
め
て
行
わ
れ
、

一
般

的
な
手
法
に
照
ら
せ
ば
そ
れ
な

り
の
水
準

に
達
し

て
い
る
と
判

断
し
た
と
説

明
し
た
。

そ
の
う
え
で
①
揖
斐
川
下
流

域

二
十
五
市
町
村

の
議
会
が
早

期
完
成
を
決
議
す

る
な
ど

、
事

業
の
緊
急
性
や
経
済
性
を
求
め

る
要
請
が
あ
る
②

工
事
が
遅
れ

れ
ば
、
金
利
な
ど

で
年
に
約
九

十
億
円
の
負
担
増
に
な

る
③
国

内
に
希
少
猛
き
ん
類
の
専
門
知

識

を

持

つ
専

門

家

は

少

な

い

―
―

こ
と
な
ど
を
挙
げ

、
こ
れ

以
上
の
調
査
に
は

「投

入
し
う

る
人
員
、
費
用
、
調
査
期
間
な

ど
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
否
定

的
な
見
解
を
示
し
た
。

協
会
か
ら
、
イ

ヌ
ワ
シ
や
ク

マ
タ
カ
は
公
団
が
調
査

の
対
象

に
し
た
つ
が
い
以
外
に
も
見

つ

か

っ
た
の
に
調
査
し
な
か

っ
た

と
指
摘
さ
れ
た
点
に
は

、

「
地

形
な
ど

で
事
業
と

の
関
連
を
判

断
し

て
対
象
を
選
ぶ
こ
と
は
通

常
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

」
と
反

論
し
た
。

公
団
が
自
ら
権
威
と
認
め
て

評
価
を
依
頼

し
た
協
会
か
ら
酷

評
さ
れ
な
が
ら

、
工
事
の
方
針

を

変

え

な

か

っ
た

こ
と

に

つ

い

て

、
小

林

部

長

は

「
無

視

す

る

わ

け

で
は

な

い

。
指

摘

は

、
さ
ら
に
高
い

ハ
ー
ド

ル
か

ら

の

意

見
と

受

け

止

め

て
い

る
」
な
ど
と
言
う
に
と
ど
ま

っ

た
。協

会
の
横
山
隆

一
総
務
部
長

は

「
き
ち
ん
と
調
査
し
た
う

え

で
保
全
策
を
取
る
の
が
公
団
の

義
務
だ
。
調
査
が

で
き
よ
う
が

で
き
ま
い
が
ダ
ム
を
建
設
す
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
高
い
公

金
を
使

っ
て
調
査

活
動
を
す
る

意
味
が
な
い

」
と

公
団
の
姿
勢

を
批
判
し
た

ｐ

↑12/ll で舟口

イl)ん l lャ 曰

し|る 3ャロ

徳
山
ダ
ム
事
業
費

撤
回
を
求
め
声
明

建
設
反
対
グ
ル
ー
プ

二
〇
〇
〇
年
度
政
府
予
算
の

大
蔵
原
案
で
、
水
資
源
開
発
公

団
が
藤
橋
村
で
建
設
を
進
め
る

徳
山
ダ
ム
事
業
に
、
百
七
十
五

億
円
の
事
業
費
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
、
建
設
に
反
対
す

る
住
民
グ
ル
ー
プ

「
徳
山
ダ
ム

建
設
中
止
を
求
め
る
会
」

（上

田
武
夫
代
表
）
は
二
十

一
日
、

政
府
に
対
し
て
予
算
案
を
撤
回

し
環
境
影
響
評
価
の
調
査
費
の

み
を
計
上
す
る
よ
う
求
め
る
声

明
を
発
表
し
た
。

声
明
で
は

「
徳
山
ダ
ム
事
業

で
は
、
自
然
保
護
協
会
か
ら
工

事
中
断
と
再
調
査
を
求
め
ら
れ

て
お
り
、
工
事
を
急
ぐ
べ
き
で

は
な
い
。
東
海
地
方
で
の
水
資

源
開
発
は
必
要
な
く
、
緊
急
性

の
な
い
無
駄
な
事
業
に
予
算
を

回
す
こ
と
は
、
将
来
世
代
に
計

り
知
れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
」
と
し
て
い
る
。

嫌
鋤
本
格
工
事
加
速

へ
１７５
億
円

【
徳
山
ダ
ム
】
水
資
源
開
発

公
団
が
岐
阜
県
藤
橋
村
で
進
め

る
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
百
七

十
五
億
円

（地
方
自
治
体
負
担

分
な
ど
を
含
む
）
が
認
め
ら
れ

た
。
二
〇
〇
七
年
度
完
成
に
向

け
て
、
来
春
に
は
ダ
ム
土
台
部

分
の
掘
削
作
業
が
始
ま
る
予
定

と
な

っ
て
お
り
、
新
年
度
に
多

額
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
本
格
工
事
が
加
速
す
る
こ

と
に
な
る
。

事
業
は
、
土
台
部
分
の
掘
削

の
ほ
か
、
工
事
用
道
路
建
設
、

村
道
の
付
け
替
え
道
路
工
事
（

水
没

予
定
地
の
用
地

取
得
な

ど
。
同
事
業
に
は
九
九
年
度
末

ま
で
に
、
千
八
百
二
億
円
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
用
地
に
つ
い
て
、
公
団

は
水
没
予
定
地
内
の
未
買
収
地

三
十
つ
の
買
収
交
渉
を
進
め
て

い
る
が
、
任
意
で
の
交
渉
が
不

調
に
終
わ

っ
た
四
件
の
土
地
に

つ
い
て
、
岐
阜
県
収
用
委
員
会

に
裁
決
申
請
。　
一
件
は
す
で
に

強
制
収
用
を
終
え
た
。

ま
た
、
予
定
地
周
辺
に
生
息

す
る
大
型
猛
き
ん
類
の
生
態
調

査
と
保
護
策
に
つ
い
て
、
日
本

自
然
保
護
協
会
な
ど
が
計
画
中

断
と
精
密
な
再
調
査
な
ど
を
要

求
し
て
い
る
。
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ざ
り
Q針

目
■
暮
製
>蹄

/蜀
準
lH
l製
爵

引
′]
尚
汁
再

百
‖〉
柵
湘
]
。 N
C瀾
溢

d】
渕
0柳
揮
日
》
凝
囲
猫
皿

栄
餅
締
灘
鮒
冊
′田
0「
{碑
加

一ヽ
く
汁
Ч
帆
ァ
ヘ
N]
月
)鵬
]前
X=

‖
お
鵬
弁
中
珊
ユ
iS
「
‖〉
S涸
]酬
か
叫
洲
刈

餅ヽ
く
HЧ
洲|
‖
)‖
う
」
が
叫
戯
ロ ト
謝
滑
灘

コ
■
 N
↓

丼 Ｅ

咄
コ
如
‖O
σ
耐
コ
器
IE
lド

蔵
JJ
IH
tt
σ
ン
薄
磁
慈
田
○

踏
や
力
耕
E汁
ざ
叫
菜
欝
。満

も
回
r脚
戯
町
針
4E
甜
面
計

o針
卜
と
語
を
は
N喘
則
濡
〇

丼
)>
｀
ノベ
Σ
濶
○
畑
ヨ
賜

副
>R
E斑
・
濫
団
□
BЭ
□

》
凝
Ⅷ
硫
画
栄
。>
卜
Ⅷ
翻
ψ

湖
OX
N喩
冊
>針
鴫
mノ
゛

獅
熙
罰
咄
報
剛
4苺
0個
攣

辮
″
以 〉
コ
nO
計
C潰
溢
回

0。
>8
さ
Ⅷ
避
妙
E1
0訓
ヨ

粛
ノm
詳
ノ冊
光
ノ贈
mノ
m

ll
ll
再
―
ンヽ
》ゝ
Ol
lm
慇

。計
c声
し
い
洲

餅
Ⅳ
ρ `
い

ざ
>⊂
丑
餅
卜
■
耶

|〇
憮
H^
σ
4声
∝
針
雌
賜

冊
ノA
聞
ノ6
日
‖r
i町
針
「
[ラ

針
ざ
叫
珊
再
河
嬌
0□
》
夕
■

鋪
薄
餅
」 ll
日
dC
錨
猫
戯
詢
弼

()
幅
員出
現籠
第
Ш
)E
ll
」
ノC

証
EE
市
,柵
0酬
ル
汁
男
田

卜
)「
】〉
が
3X
ヽ
卜
■
則
雨
メ
'

Eヽ甜
」ヽ
プ
とヽ
m]
計
ざ

り
圏
dコ
]画
汁

'ボ

熟
錨
藁

一
)ヽ
ゝ
譜
C油
錨
餅
は
N

呻
卜ヽ
E斑
0と
齢
期
輌
冊
爵

ノロ
=受
枷
麟
罰
湖
即
日
と
同

・
加
,〉
)「
,〉
Э
測
融
夕
■
糊

粕
ヽヽ
、
Hψ
淮
颯
光
》
」
が

ハ
0べ
厠
熙
'〉

E1
0粛
ユ
耐

ll
l目
。l
lm
般
□
o(
コ
)申
耐

日
針
蓋
ン
(M
光
)引
■
9日

>′
(コ
)翼
1響
早
高
珈
湘

慾
皿
′
(冊
m)
ポ
馴
こ
さ
悦

撃
鼎
禽
ゆ
]再
Э
tt
C滋
溢

。 満
C飢
籠
緞
5ハ
τ

パ
C道
湖
百
畔
ロ
トヽ
か
ざ゙

S障
政
儡
H′
ヨ
圧
a,
)樵
H

]が
コヽ
河
百
翌
缶
ご
響
0>

コヽ
汁ヽ
り
壬
d一
ヽヽ
時ヽ

鳴
7へ
]ヽЭ
ξ
>眠
]面
》

′ ぶ
汁
⊂
熟
滋
詳
瞳
コ
ご
満
嘲

畔
冊
>ヽ
′E
I+
ツ
ト
匿
―

〉ヽ
0ゝ(
廂
や
撚
Fl
葺
男
)

「
‖ 〉
SΣ
l魁
0(
叫
墾
淵
Rl
ヽ
く

Hヽ
米
彗
凛
》
」ヽ
一
ミヽ
ロ

酬
ゆ
□
0熱
凄
磁
′ あ
饉
こ
愁

粛
慾
とヽ
く
幻
e卜
Eヽさ
o

■
理
醒
リ
ロ
》
冷
≡
藩
パ
奨

濶
識
さ
湘
報
サ

川
1響
10
□
沐
紆
醜

叫
】
1躍
冷
ユ
閑
]

鰐
冊
>R
E譜

l房
:曇
|:
]:
:|

↓ 一ミ ご 　 臨 ｕ

鶉
 
聴
 ]

「
τ
針
諮
叶
琳
」
稀予
‖鱚
思


